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金沢美術工芸大学 紀要 No.65 2021
表１ 「総合的な学習の時間」の年間の総時間数の分布 （％）
小学校第５学年 年間の総時間数 ～70 71～73 74～76 77～79 80～
全小学校に占める割合 35.5 31.7 16.8 7.5 8.4
中学校第１学年 年間の総時間数 ～50 51～53 54～56 57～59 60～









































































































































































































































































































































































































































































つける 11.4（10) 20.5（18) 21.6（19) 34.1（30) 11.4（10) 1.1（1) 100.0（88)
イ．課題を見つける 11.4（10) 26.1（23) 23.9（21) 31.8（28) 4.5（ 4) 0.0（0) 100.0（88)
ウ．自ら調べ、考える 8.0（ 7) 18.2（16) 14.8（13) 38.6（34) 21.6（19) 0.0（0) 100.0（88)
エ．主体的に判断する 8.0（ 7) 18.2（16) 21.6（19) 33.0（29) 19.3（17) 0.0（0) 100.0（88)
オ．学び方を身につける 13.6（12) 30.7（27) 20.5（18) 25.0（22) 10.2（ 9) 0.0（0) 100.0（88)
カ．新たなものの考え方を身につける 11.4（10) 15.9（14) 20.5（18) 35.2（31) 17.0（15) 0.0（0) 100.0（88)
キ．多様な他者と意見交換する 10.2（ 9) 9.1（ 8) 23.9（21) 31.8（28) 25.0（22) 0.0（0) 100.0（88)
ク．他の人に自分の意見を伝える 10.2（ 9) 5.7（ 5) 26.1（23) 37.5（33) 20.5（18) 0.0（0) 100.0（88)


















































































金沢美術工芸大学 紀要 No.65 2021
も「総合的な学習の時間」で活用できる資質・能力
の育成が行われる。しかし、金沢美術工芸大学の教
職課程では中学校教員としては美術科教員として養
成されており、その特性を発揮することが近道であ
り、他の教科との連携を図る土台と言えるだろう。
教員養成課程にあっても、このような美術科の教員
として計画できることを中心に具体的に考えていく
ことで実践に備えることが少しでもできるのではな
いだろうか。
今回の検討は、「総合的な学習の時間」の全国的な
なレベルでの成果と課題をおさえつつ、まだまだ発
展途上だったと思われる頃に、この授業を受けた学
生達がこれから教師を目指すにあたり、どこから始
めるかについて若干の考察を加えたにすぎない。今
後はイメージがより明確になってきた「総合的な学
習の時間」を受けた学生に対して、指導する立場と
して必要な事柄について、大学での授業実践を分析
しながらさらなる考察を加えることが必要である。
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